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神戸新聞社

昨年、首を動かすと痛くなり、近くの病院で
けいつい

「老化による頸稚の変形」、と診断さ才L.吸盤様
のものを当てる治療を受けました。今年に入っ

けんいん

て別の病院で牽引などを、さらに別の病院で理

学療法を受けましたが、痛みは取れません。

後どうすれぱいいのでしょうか。(80歳、女性)

朝刊


